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となり、精神性や人生観を表現することに成功している。 
紙において試みられた水墨画を思わせる作品の数々は、文人画理想を追求する作品と呼応して作者のより
根源的な生命に対する問いかけを表していて興味深い。 
以上、提出された作品群は完成度において申し分のないものであるという各審査員の一致を見た。  
東京藝術大学で取り組んだ陶磁という素材ならではの表現方法を更に進めて新しい立体造形作品の創造に
更に期待したいと思う。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
梅法釵氏の博士課程学位審査は、論文担当第一副査に片山まび先生、作品担当第一副査に三上亮先生、外
部副査に名誉教授島田文雄先生と主査豊福誠の審査体制で行った。 
中国文人画をテーマにして３章からなる本論文は、提出作品との関係性において成り立っており、作品の
背景を論述したものである。第１章では現代陶磁器彫刻の歴史的成り立ち、そして、これまで筆者が行って
来た彫刻と東京藝術大学で学んだ陶芸としての彫刻のあり方についてその区別を論じている。第２章では、
本論の中核をなす「文人画」の定義について、様々な画題の例を挙げ紐解き、その画中に内包された精神性
の高さを重要とし、その理想を述べる。第３章では、文人画理想が筆者の創造の精神的な源泉とし、博士提
出作品のそれぞれのコンセプト、制作工程について論じている。 
提出作品は、本学で制作した２点と中国徳化窯で制作した４点、同じく徳化窯の小品１３点そして、絵画
２点からなる。提出作品、「梅」・「山水」は、論文中に書かれている様に、これまで筆者が制作に携わって来
た彫刻作品の成形とは大きく異なっている。彫刻の塑像では多くの場合、心棒に粘土を付けて無垢の状態で
造形していくのに対し、陶芸の場合は板状の粘土を組み合わせもしくは、コイル状の粘土を積み上げて中空
構造で制作することが主な技法である。陶芸の技法で彫刻に取り組んだ筆者は、技法的制約の中で行う制作
に、造形的な美と面白みを見出し、応用している。この２作品の背景には、多くの習作と試作があり、陶芸
作品の通り道である焼成の壁も乗り越えた、造形性と精神性の高い秀作である。又、提出作品、「新漁夫」・
「桃源境」・「彼岸」・「無常」は、中国徳化窯の白磁による大作である。この４点に共通する雲は、筆者の胸
中に内在する悲しみを昇華するアイテムであろうか。また、同じ徳化窯で焼かれた１３体の小品は、大作４
点よりも高い焼成温度で焼かれており、透き通る様な白さは、徳化窯の特徴であるが、筆者の造形力と相ま
って精神性の高い秀作となった。 
以上の様に論文と作品により、現代美術の中で失われて来た「文人画」の持つ高い精神性を論文と立体に
現し、現代陶磁彫刻に文人的表現を成功させており、審査員総意のもと博士学位に相当するものとする。  
 
 
